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徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見について

このことについて，別添のとおり意見を取りまとめましたので，

徳島県公共事業評価委員会設置要綱第２条の規定に基づき提出します。
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徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見

令和元年度再評価対象事業

事業名・箇所名 委員会の意見

林道開設事業 林道開設事業については、木材生産効

果の高い路線を重点的に進めること。

防災事業 防災事業については、整備効果や安全

性を地域と共有し、対策を進めること。
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徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見

令和元年度再評価対象事業（農林水産部所管事業）

事業名・箇所名 委員会の意見

中山間地域総合整備事業

・三好地区 継続することが適切である。
み よし ち く

経営体育成基盤整備事業

・長生西部地区 継続することが適切である。
ながいけせい ぶ ち く

広域営農団地農道整備事業

・吉野川 中 部２期地区 継続することが適切である。
よし の がわちゆう ぶ き ち く

・阿南丹生谷２期地区 継続することが適切である。
あ なんにゆ う だに き ち く

老朽ため池等整備事業

・三村用水地区 継続することが適切である。
さんそんようすい ち く

国営附帯県営農地防災事業

・那賀川・今津地区 継続することが適切である。
な か がわ いま づ ち く

・那賀川・小松島地区 継続することが適切である。
な か がわ こ まつしま ち く

・那賀川・南岸地区 継続することが適切である。
な か がわ なんがん ち く

・那賀川・平島地区 継続することが適切である。
な か がわ ひらしま ち く

林道開設事業

・神野玉笠線 継続することが適切である。
こ う のたまがさせん

・高越二戸線 継続することが適切である。
こう つ ふ た どせん
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徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見

令和元年度再評価対象事業（県土整備部所管事業）

事業名・箇所名 委員会の意見

道路改築事業

・一般国道４３８号 継続することが適切である。

（宮 平 バイパス）
みやだいら

・一般国道４９２号 継続することが適切である。

（川井バイパス）
かわ い

街路事業

・都市計画道路 徳島 東 環 状 線 継続することが適切である。
とくしまひがしかんじようせん

・都市計画道路 住吉万代園瀬橋線 継続することが適切である。
すみよしばんだいその せ ばしせん

公園事業

・南部健康運動公園 継続することが適切である。
なん ぶ けんこううんどうこうえん

広域河川改修事業

・西大堀川 継続することが適切である。
にしおおぼりがわ

総合流域防災事業（河川）

・岩谷川 継続することが適切である。
いわ や がわ

通常砂防事業

・高森 東 谷 継続することが適切である。
たかもりひがしだに

・前山谷 継続することが適切である。
まえやまだに

・鳥ヶ丸谷 継続することが適切である。
とり まるだに

・芋場谷 継続することが適切である。
いも ば だに

・谷口 局 谷 継続することが適切である。
たにぐちきよくだに
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事業名・箇所名 委員会の意見

・広瀬北谷 継続することが適切である。
ひろ せ きただに

・政友谷 継続することが適切である。
まさともだに

・オモ谷 継続することが適切である。
だに

・汐谷３号谷 継続することが適切である。
しおだに ごうだに

・池ノ内谷 継続することが適切である。
いけ うちだに

総合流域防災事業（砂防）

・小溜谷 継続することが適切である。
こ ためだに

地すべり対策事業

・吹地すべり防止区域 継続することが適切である。
ふ き じ ぼう し く いき

港湾改修事業

・徳島小松島港 沖洲地区 継続することが適切である。
とくしまこまつしまこう おきのす ち く

臨港道路沖洲(外)線
りんこうどうろ お き の す そ と せ ん

海岸保全施設整備事業 継続することが適切である。

・浅川港海岸
あさかわこうかいがん
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○ 徳島県公共事業評価委員会名簿

氏 名 職 名

植 田 和 美 四 国大学 短期大学部教授
うえ た かず み

高 源 真由美 建 築 士
こ う げ ん ま ゆ み

上 月 康 則 徳 島 大 学 大 学 院 教 授
こう づき やす のり

近 藤 明 子 四国大学経営情報学部准教授
こん どう あき こ

千 崎 あゆみ 税 理 士
せ ん ざ き

滑 川 達 徳 島 大 学 大 学 院 准 教 授
なめりかわ すすむ

○ 山 中 英 生 徳 島 大 学 大 学 院 教 授
やま なか ひで お

（○は会長，五十音順，敬称略）


